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交付対象事業
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住民が
取り組む
事業

茶源郷まごころサポート事業
交通手段等が無く買い物をするのが困難な方に、町内の商店
が商品を配達するとともに、身近な困りごとも低額で実施す
る。地域内消費が進むことで地域の活性化につながる。

配達や困りごとの対応の際に事業者とコミュケーションを図
るなど地域の活性化につなげることができた。
事業登録者数：34人

幼児保育充実事業 保育園児の英語教育の充実を目指して英会話授業を実施
幼児期の英語教育を実施し、特色ある保育を実施することが
できた。

茶源郷健康ポイント事業
検診等の対象事業に参加した住民に対しポイントを付加し、
特典を付けることで、住民の自主的な健康づくりの促進を行
う

住民の自主的な健康作り促進につながった。
茶源郷健康ポイント申請者数：128人

住民
協働
事業

地域福祉活動推進事業 和束町社会福祉協議会が実施する事業に対して補助

ふれあいサロンとシニアライフサポート学級を実施。高齢者
以外にもボランティア等で多くの住民が参加した。
・利用者数／ふれあいサロン：3,034人、シニアライフサ
ポート学級：49人

高齢者見守り事業
高齢者の積極的な社会参加を促すため定期的な声かけ等を行
う

定期的な声かけを通じて、コミュケーションを確保し地域で
交流するきっかけを作り出した

診療所医師派遣事業
総合病院から医師の派遣を受けることにより、医療環境を整
備し住民の健康増進を図る

診療所の医療体制が整備されたことにより、住民に充実した
医療を提供することができた。

茶源郷行政情報配信システム運営事業
町内の情報等を同システムを使い配信することで、幅広い世
代に情報を発信する

イベント情報やそのときの様子、各種注意報等様々な情報を
瞬時に住民に提供することができた。

側溝改修を実施し衛生面での改善を行うとともに、過熱防止
装置等のついたガス釜の整備によって安全に給食を提供可能
にした。

議会中継支援システム改修事業
外出が困難な高齢者等が自宅でも議会審議を視聴できるよう
に,議会中継のシステム改修を行う

システムの改修により外出困難な高齢者に限らず、多くの人
が自宅で議会審議を視聴することが可能になった。

放課後児童対策事業
児童が放課後に遊ぶ場所や学習する場を整備することで、子
育てを支援する

子どもの居場所を確保することにより、親の負担を軽減し子
育てしやすい環境を整備した。

プロジェクトを構成する事業の平成２８年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

保育園バス運行事業 保育園児の送迎バス運行に係る委託
送迎バスの運行により、園児の安全な送迎を実現するととも
に子育ての負担軽減を図った。

給食センター改修事業 給食センターの調理場内側溝改修工事及びガス回転釜の導入

地域における現状、課題及び住民ニーズ

本町の高齢化率は４０％台と、京都府の高齢化率を遙かに上回っており、今後も過疎・高齢化が懸念される。過疎・高齢化を食い止めるため、自力再生
のための取り組みを住民と一体となり推進する必要がある。若年層の流出が顕著な本町では、子育てをしやすい環境の整備が求められている。また、本
町でも、商店の現象、健康状態等の問題により、買い物弱者が問題となっており、住民が地域で生活を継続できるように取り組む必要がある。さらに、
外出困難等の事情にかかわらず情報を手に入れることができるシステムを整備する。

プロジェクトの目的及び概要

・保育園児の送迎バスを運行し、安全に園児の送迎ができる環境を確保し、子育てを支援する。
・高齢者の社会参加を促進し、コミュニティの活性化やお互いに支え合い、健康に過ごせるまちづくりを目指す。
・給食センターの調理場内の改修と調理備品の購入により、生徒へ安全な食の提供を行い健康増進を図る。
・買い物に困っている方や日常生活で困りごとを抱えている方々が、その状況を地域の中で相談し解決できるように取り組む。
・保育園での英会話授業を実施し、まちの活力となる子どもたちに特色ある保育を実施する。
・地域間での連携を強化して、医療環境を整備する。
・子どもたちが放課後に安心して過ごせる環境を確保し、子育てを支援する。
・情報配信システムを整備することで、状況にかかわらず情報の受け取りを可能にする。

総事業費（千円） 43,596 本年度事業費（千円） 43,596 交付金額（千円） 15,977

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２８年度分）

団体名：和束町

プロジェクト名 人にやさしいまちづくりプロジェクト 実施期間 平成28年度 少子・高齢化 新規・継続の区分



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２８年度分）

団体名：和束町

○ （左の理由）

（理由） （時期）

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

その他の成果

リーディング・モデル成果
商品の自宅配送や身近な困りごとの解決を地域内で解決することにより、地域の活性化を図るというシステムを作るきっか
けとなった。

広域的波及成果 声かけや生涯学習の場を提供することにより、高齢者の社会参加を促進し生きがいづくりを行うことができた。

行財政改革に資する成果

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

まごころサポート事業については利用者数が伸びなかったが、実際に利用された方は満足していただいた。広報等により周知を進め、新たな登録者に加え一度利用さ
れた方が継続して利用するシステムを作り上げていく必要がある。
給食センターの改修により、食中毒の発生なしに給食の提供を行うことができ、子育て環境の充実というニーズに応えることができた。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果

府と市町村等との連携に資する成果

住民の自治意識を高める成果

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値 給食提供時の食中毒発生件数　H27　0件　→　H28　0件
成果指標の実績値

（○年○月○日時点）
平成29年3月31日時点　0件

成果指標の達成状況 側溝改修やガス釜の更新により衛生環境が向上し、食中毒の発生を防ぐことができた。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値 まごころサポート事業利用者数　H27　0人　→　H28　50人
成果指標の実績値

（○年○月○日時点）
平成29年3月31日時点　34人

成果指標の達成状況 目標数には届かなかったが、一定程度の利用があったため今後につながると考えられる。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期


